
合同学習会
都市公園の遊具と⼦どもの安全

報告書
⽇本技術⼠会登録 ⼦どもの安全研究グループ

NPO法⼈ Safe Kids Japan
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開催⽇時︓2022年2⽉26⽇(⼟) 14:00-16:00

開催形式︓Zoomによるオンライン形式

申込者数︓90⼈

当⽇参加者数︓60⼈

アンケート回答者数︓12⼈
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合同学習会開催の背景

2021年2⽉20⽇、公益財団法⼈ ⽇本技術⼠会登録「⼦どもの安全研究グループ」と、NPO法⼈ Safe 
Kids Japanは共催で、「⼦どもの発達と遊具の可能性」と題する学習会を開催しました。これは、2017年4⽉
12⽇に⾹川県善通寺市内の保育園で発⽣した、遊具による園児死亡事故が発端になっています。

都市公園の遊具に関する安全指針としては、2014年6⽉に国⼟交通省が公表した「都市公園における遊具
の安全確保に関する指針（改訂第２版）」があります。また、同じタイミングで⼀般社団法⼈ ⽇本公園施設業
協会（JPFA）が「遊具の安全に関する基準」を同協会内部の⾃主規準として定めており、公園管理者はこれら
を参照しつつ、公園の安全管理に努めています。

⼀⽅、幼稚園や保育園等「教育・保育施設」に設置されている遊具には、乳幼児が使⽤することを前提に作ら
れた指針や規準がないため、教育・保育施設は上記都市公園の遊具に関する指針や規準を参照することになっ
ています。善通寺市の事故に関し、2019年1⽉⾼松地⽅検察庁はこの件を嫌疑不⼗分で不起訴としましたが、
その理由として、「事故があった『うんてい』はガイドライン（ 「都市公園における遊具の安全確保に関する指針
（改訂第２版）」が求める基準を満たしていなかったが、70ページ以上に及ぶガイドラインを読んで理解するのは
困難で、⼦どもが隙間に⾸を挟んで死亡することを予⾒するのは難しかった」などとしています。

この判決の課題は課題としつつ、私たちは「教育・保育施設」に設置されている遊具をはじめとする「乳幼児が使
⽤する遊具」について考える機会を持ちたいと考え、2020年春頃から議論を重ねました。最終⽬的は「⼦どもの
遊具による重⼤な傷害を予防すること」ですが、その⽬的を達成するため、⾝近な都市公園の遊具と⼦どもの安
全にフォーカスした学習会を開催することとしました。学習会の開催は、2020年度に続いて2回⽬となります。
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合同学習会開催にあたって（瀬⼾ 馨）

I. 合同学習会開催にあたって
II. 「園庭とはけっこう違う︕公園の役割と課題」

松野 敬⼦（まつの けいこ）保育園⻑・公園遊具の研究者
都市公園の成り⽴ちと公園遊具の安全性

III. 事例検討
①バナナ型滑り台
鈴⽊ 徹郎（すずき てつろう）⼩児科医・⼦供の安全研究所代表
M市公園における事例をもとに、利⽤者、⾏政、遊具メーカーのあり⽅を考える

②ローラースライダー
原 眞⼀（はら しんいち）技術⼠・⼦どもの安全研究グループ研究員
ローラースライダーの原理とそこに潜む知られざる危険性をわかりやすく解説

IV. 遊具の安全基準について
⻄⽥ 佳史（にしだ よしふみ）東京⼯業⼤学教授・Safe Kids Japan理事
遊具の新しい安全基準をはじめとする最新の先端情報を解説

V. 遊具による重⼤な障害を予防するために
⼭中 ⿓宏（やまなか たつひろ）⼩児科医・Safe Kids Japan理事⻑
⼦どもの傷害予防の第⼀⼈者として、学習会の総括をいただく

モデレーター 森⼭ 哲（もりやま てつ）技術⼠・労働安全コンサルタント
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第1回
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「園庭とはけっこう違う! 公園の役割と課題」 松野 敬⼦

◆背景〜都市公園の誕⽣とその役割
街中の公園（以下、公園と記載）は、18世紀、産業⾰命による都市化の副産物として誕⽣した。野⼭で遊んでいた⼦どもの居場所が都
市にはなく、安全に⼦どもが過ごす場所が必要となったからである。その後、第2次世界⼤戦を経て、都市の復興と⼦どもの福祉としてさらに発
展していった。⽇本においても同様で、公園誕⽣当初は、「⼦どもの健全な育成の場」として整備は進められていった。そして、都市の復興が
進んだ1980年代になると、欧⽶では、公園整備はその安全性への関⼼が⾼まり、事故の原因であった遊具の安全規準の制定と安全管理
へシフトしていく。ところが、⽇本では、安全については、ほとんど関⼼を持たれることはなく、安全規準が⽰されたのは2002年であった。また、戦
後の復興がかない⼦どもの福祉としての他の制度や施設が充実すると、しだいに公園の整備は「都市開発」という視点から進められるようにな
り、「⼦どものため」という視点が薄れていく。少⼦⾼齢化傾向にある現在では、公園は迷惑施設のように⾔われることも珍しくなく、その存在意
義は岐路にあると⾔えるだろう。

◆公園の課題
「遊びは⼦どもの健全な成⻑には不可⽋」という⼤前提が共通認識とされない限り、⼦どもにとって有益な公園にしていくことは難しい。公園の
整備と管理が、「⼦ども」と関わりの薄い都市開発・整備の部署が担っていることは、⼤きな課題である。ここが園庭と公園の⼤きな違いである。
また、遊びには、⾼い所に上るなどある程度のリスクが存在することで成り⽴つものでもある。どの程度のリスクを許容するかの合意形成なしでは、
有効なリスクマネジメントは困難である。そうであるなら、よりリスクの低い、安全に軸⾜を置いた遊びの場としていくことが賢明である。

◆より良く公園を管理していくための試案
しかしながら、安全に軸⾜を置くと⾔っても、⼦どもにとって何がどの程度のリスクとなるかの判断は、⼦どもを熟知している者でないと困難である。
その解決策として、園庭を持たない地域型保育施設（⼩規模保育園等）は、近隣の公園を⽇々の遊び場としており、そういった保育園の
保育⼠たちのマンパワーを活かした公園整備を実施していくことは有効ではないかと考えている。地域型保育施設は、0歳児〜2歳児のみが
在籍しており、安全に軸⾜を置いた公園管理に最適であるはずだ。併せて、そういった公園には、児童福祉関連の予算を投⼊することが可能
となれば、そのクオリティの確保も格段に進むはずである。実は、児童福祉法に基づく「児童厚⽣施設」として公園（児童遊園）の規定はま
だ⽣きている。⼦どもの福祉として公園を整備・管理することは不可能ではないはずだ。
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「事例検討① バナナ型滑り台」 鈴⽊ 徹郎
4歳の幼児がバナナ型滑り台の分岐部（地⾯からの⾼さ約1メートル）から頭部を真下に
して転落する事故が起きた。奇跡的に軽症で済んだが、頚髄損傷などの重い傷害につなが
りかねない事故であった。事故当時、遊具には対象年齢が6歳から12歳であること⽰すシー
ルが貼られていたが、保護者はその存在を認識することなく児を遊ばせていた。

この事故の原因は「保護者の注意不⾜」だけだろうか。公園は不特定多数の⼦どもが多
様な環境下で利⽤する場所である。保護者同伴の場合であっても、その危険察知能⼒、
掲⽰物等から情報を読み取る能⼒は千差万別だ。したがって遊具に対象年齢を表⽰したと
しても、その年齢未満の児も使うことは想定すべきであり、少なくとも致命的な傷害は避けら
れる構造上の⼯夫が必須である。事故の原因は遊具の構造にも少なからずあると考える。

しかしながら事故の報告を受けた公園管理者と遊具会社は、構造の改善は⾏わず、対象
年齢シールの更新と、新たな注意書きを掲⽰するにとどまった。これでは同じ事故が繰り返さ
れ、いずれ重い傷害を負う⼦どもが現れることが懸念され、事故発⽣から7か⽉後に市議会
議員の⾒解も踏まえ、バナナ型滑り台は撤去された。

現在までに同遊具の撤去は全国で2例（盛岡市、横浜市）が確認されている。現在も
遊具会社とその所属する⽇本公園施設業協会は、当該遊具の構造上の不備を認めては
いない。今後もバナナ型滑り台に関する情報収集と情報発信を続ける必要がある。
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「事例検討② ローラースライダー」原 眞⼀

滑り⾯にローラーを敷き詰めた滑り台「ローラースライダー」は⼈気がある⼀
⽅、事故も発⽣している。ローラーによる巻き込みは対策が要る。

それ以上に、体重が重くなると速度もカーブで受ける⼒も⼤きくなる特徴が課
題となる。親が⼦供を抱いたり⼦どもが集団で滑ると速くなり危険性が増す。
尻をつけない姿勢や⾜ブレーキなどの想定外の⾏動も事故につながる。

これらの事からローラースライダーのあり⽅を考察した。

滑り⾯にローラーを敷き詰めた滑り台「ローラースライダー」は⼈気がある⼀⽅、
事故も発⽣している。ローラーによる巻き込みは対策が要る。

それ以上に、体重が重くなると速度もカーブで受ける⼒も⼤きくなる特徴が課
題となる。親が⼦供を抱いたり⼦どもが集団で滑ると速くなり危険性が増す。
尻をつけない姿勢や⾜ブレーキなどの想定外の⾏動も事故につながる。

これらの事からローラースライダーのあり⽅を考察した。
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「遊具の安全基準について」 ⻄⽥ 佳史

遊具の安全基準を、過去の事故データに基づいて作成することが
強く求められている。本講演では、そのためのデータサイエンス技
術（状況数理技術）とそれを応⽤して作成が進められた⽇本スポー
ツ振興センターの遊具事故の分析例を紹介した。
この状況数理技術は、従来のRmapを⽤いた分析のように、優先
度が⾼い製品種別を発⾒するだけではなく、各製品ごとに、優先度
が⾼い状況を発⾒可能にする点に特徴がある。また、⽇常⽣活環境
に置かれた製品が遊具化することで、どのような事故が起こるのか
を予測する技術として、乳幼児の発達段階を、製品とのインタラク
ションから直接的に推定する新しい⼿法も紹介した。この⼿法は、
従来の年齢や⽉齢からの発達段階を推定する⼿法に⽐べ、拡⼤に推
定精度が⾼い⼿法である。
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アンケート集計結果

「園庭とはけっこう違う︕公園の役割と課題」（松野講師）について⼗分に学ぶことはできましたか︖







遊具による傷害が発⽣した場合の再発予防に向けた対応や取り組みについて⼗分に学ぶことはできましたか︖
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